
議題１ 

平成２５年度上半期の実績値について 

 

 

１ 評価の対象 

   京都市役所オフィス系関連庁舎 

（市役所本庁舎，消防局本部庁舎，上下水道局本庁舎，交通局本庁舎，１４区役所・支所） 

 

２ 評価期間 

   平成２５年度上半期（平成２５年４月から平成２５年９月まで） 

 

３ 適合・不適合の判定方法 

マニュアル１３「不適合（取組不十分）及び是正処置・予防処置」に基づき，

監視項目別に適合・不適合の判定を行う。 

 

４ 判定及び評価 

平成２５年度上半期の結果は，次頁表のとおりである。 

１０の取組項目中，５項目が適合，５項目が不適合であった（目標達成率：50％）。

目標を達成できなかった５項目については，今後，留意して取り組む必要がある。 

 

（１）目標値達成項目について 

ア 電気及び都市ガスの使用量に関しては，目標値を大きく上回る削減ができて

いる。 

イ 備品の環境対応品購入に関しては，目標値を大きく上回り，ほぼ１００％近

い購入率を達成している。 

ウ 古紙及びその他資源物の排出量については，目標を大きく上回る削減できて

いる。 

 

（２）目標値未達成項目について 

ア 水道の使用量に関しては，目標 47,125 ㎥に対して実績は 50,393 ㎥となり，

目標を達成できなかった。今後，更なる節水を徹底していく必要がある。 

イ ガソリンの使用量に関しては，目標 95,273 ℓに対して，実績は 104,729 ℓで

あり，目標を達成できなかった。今後，エコドライブの徹底等を呼びかけてい

く必要がある。 

ウ 一般廃棄物排出量に関しては，目標 78,035kg に対して実績は 83,809kg とな

り，目標を達成できなかった。今後，ごみの持込禁止や，分別を徹底する必要

がある。 

エ コピー用紙消費量については，目標 181,018kg に対して，実績は 187,901kg
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であり，目標を達成できなかった。電子文書の活用や裏面利用の徹底等の取組

強化を図る必要がある。 

オ 消耗品の環境対応品の購入率については，目標８５％に対して，実績は７９％

であり，目標を達成できなかった。環境対応品があるものについては，環境対

応品を購入することを徹底する必要がある。 

 

表 平成２５年度ＫＹＯＭＳ具体的取組項目の上半期実績 

項     目 平成２５年度目標 上半期目標値 上半期実績値 
達成 

状況 

電気使用量の削減 kWh 
平成２２年度比 1２.5％削減 

１８，０２３，４０６→１５，７７１，８２７ 
8,378,807 7,816,302 ○ 

都市ガス使用量の削減 ㎥ 
平成２２年度比 15.3％削減 

１，０４９，８７２→８８９，２０９  
467,909 443,294 ○ 

水道使用量の削減 ㎥ 
平成２２年度比 17.9％削減 

１１４，３７９→９３，９２４ 
47,125 50,393 × 

ガソリン使用量の削減 ℓ  
平成２２年度比２％削減 

１８５，７３０→１８２，０１５ 
95,273 104,729 × 

コピー用紙消費量の削減 kg 
平成２２年度比１％削減 

３６９，８０７→３６６，１０９ 
181,018 187,901 × 

消耗品のグリーン調達の

推進 
% 

環境対応品の購入率 

８５％以上 
85％ 79% × 

備品のグリーン調達の推

進 
% 

環境対応品の購入率 

９５％以上 
95％ 99% ○ 

一般廃棄物排出量の削減 kg 
平成２２年度比 14.6％削減 

１７４，１１０→１４８，６９０ 
78,035 83,809 × 

古紙の分別回収及び排出

量の削減 
kg 

平成２２年度比１％削減 

６２６，２２９→６１９，９６７ 
332,441 281,782 ○ 

その他資源物の分別回収

及び排出量の削減 
kg 

平成２２年度比１6.5％削減 

６７，１５２→５６，０７２ 
29,892 29,391 ○ 

 

（参考） ＫＹＯＭＳでは，マニュアル１１「監視及び測定」において，環境管理責任者は各

局等環境マネジメント実行責任者から提出された半期ごとの各報告書をもとに全

体の環境目標の評価を行うこととしている。 


